
令和２年度新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金　効果検証

補助対象事業費 （Ｂ）＝（Ｃ）＋（Ｄ）＋（Ｅ）＋（Ｆ）

国庫補助額
（Ｃ）

交付金充当
経費（Ｄ）

起債額
（Ｅ）

その他
（Ｆ）

1
新型コロナウィルス生
活支援コールセンター
事業

1,643,576 1,643,576 0 1,643,576 0 0 0 R2.4.22 R3.1.31

新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、地域住民の生活に関する不安が高
まっていることから、ワンストップで
相談を受ける窓口を設置し、住民の不
安解消を務めました。

電話相談件数：
137件
給付金申請サ
ポート件数：
140件

○
地域住民の不安解消、サ
ポートを実施することがで
きた。

企画財政
課

2
町民へのマスク配布事
業

19,373,427 19,373,427 0 19,373,427 0 0 0 R2.4.17 R2.7.31
新型コロナウイルス感染症の拡大防止
対策として不織布マスクを全町民へ配
付しました。（１人あたり50枚）

配付率100%
事業終了後３ヶ
月間の感染者
数：０人

○
全町民にマスクを配布する
ことで、感染症対策に一定
の効果があった。

福祉課

3
久米島町地域産業応援
給付金事業

60,900,000 60,900,000 0 60,900,000 0 0 0 R2.5.18 R3.3.31

新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、大幅な減収が見込まれ、持続化給
付金に該当した町内事業者に対して、
経営継続を支援するための一時的な支
援として、減収状況に応じて給付金を
支給しました。
(減収率25%以上)①法人個人5万円(減
収率50%以上)①法人20万円②個人10万
円

555事業者へ給
付

○
事業者の廃業は無く、事業
継続に繋がった。

商工観光
課

4
久米島町地域消費促進
商品券事業

77,017,410 77,017,410 0 77,017,410 0 0 0 R2.6.5 R2.11.11

新型コロナウイルス感染症による自粛
や時短営業等で経営に影響を受けた事
業所ならびに、収入が減った町民を支
援することを目的に、町民１人あたり
１万円の地域商品券を給付し、地域内
消費を促進しました。

商品券利用率：
99%

○

99%活用され、町内地域消費
の拡大が図られ、経済回復
意欲の向上へ繋がった。ま
た、町民生活への支援が図
られた。

商工観光
課

5 GIGAスクール推進事業 28,787,000 28,787,000 0 28,787,000 0 0 0 R2.11.2 R4.1.16

GIGA スクール構想の掲げる「１人１
台端末」の環境を実現し、臨時休業等
において児童・生徒と教師が双方向の
やり取りができ、家庭学習を支援する
環境を整備しました。

R3オンライン家
庭学習支援利用
率0%
R3オンライン学
習支援利用率
12.5%

○
導入が12月下旬となったた
め、利用率を高めることが
できなかった。

教育委員
会

6
デジタル教科書整備事
業

13,928,640 13,928,640 0 13,928,640 0 0 0 R2.7.15 R2.8.26

新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、臨時休校または分散登校を余儀な
くされた場合でも授業を円滑に進めら
れるよう、デジタル教科書を整備しま
した。

年間を通したデ
ジタル教科書の
利用割合：授業
時数の80％

○
資料の活用や実技指導等、
視覚的学習効果が高いとの
意見が多かった。

教育委員
会

7
学校保健特別対策事業
費補助金

229,380 223,000 111,000 112,000 0 0 6,380 R2.5.20 R3.1.20

全国緊急事態を受け一斉臨時休校とな
り、学校再開に向けて幼児・児童・生
徒が安心して学ぶことができる体制を
構築するため、感染防止に必要な資材
を整備しました。

学校内感染者：
０名

○

感染対策を行うことで安心
して学校を再開することが
できた。また、校内感染防
止をすることができた。

教育委員
会

8
感染症拡大防止対策資
材等確保事業

3,067,788 3,067,788 0 3,067,788 0 0 0 R2.9.30 R3.3.31

新型コロナウイルス感染症拡大防止の
ための物品確保を行い、学校内におけ
る感染予防、感染拡大防止を図りまし
た。

学校内感染者：
０名

○

感染対策を行うことで安心
して学校を再開することが
できた。また、校内感染防
止をすることができた。

教育委員
会

9
就学援助世帯児童生徒
支援事業

1,590,000 1,590,000 0 1,590,000 0 0 0 R2.10.2 R3.3.31

新型コロナウイルス感染症の影響によ
り経済的理由で就学困難と認められる
方に対し給付金を支給しました。
（準要保護世帯）１人あたり10千円
（新1年生は15千円）
（要保護世帯）１人あたり8千円

給付率100% ○
経済的負担の軽減が図れ
た。

教育委員
会

10
複合施設パワーアップ
事業

2,227,940 2,227,940 0 2,227,940 0 0 0 R2.9.25 R3.3.23

新型コロナウイルス感染症拡大に伴
い、図書館を含む施設利用者の新型コ
ロナウイルス感染症拡大防止につなが
る対策を実施しました。並行して、図
書館に来館できない利用者のために学
習に利用できるコンテンツを導入しま
した。

R3施設利用者
数：延べ14,400
人（目標10,000
人）

○
図書館や図書資料を安心し
て利用できる環境を構築す
ることができた。

ほんのも
り

実施内容 成果 効果検証 担当課
総事業費
（Ａ）

Ｎｏ 事業名
事業完了
年月日

事業開始
年月日

補助対象
外経費

（Ａ）－
（Ｂ）
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11 学習環境支援事業 2,002,704 2,002,704 0 2,002,704 0 0 0 R2.9.11 R3.3.24

新型コロナウイルス感染症感染防止対
策として学校施設での換気等の対策を
行うため、大型送風機ならびにスポッ
トクーラー等を整備しました。

学校内感染者：
０名

○

学習環境においても換気や
室内環境の管理において支
援が図られ、感染対策につ
ながっている。

教育委員
会

12
久米島町観光応援クー
ポン券配布事業

3,450,200 3,450,200 0 3,450,200 0 0 0 R2.6.15 R3.2.28

新型コロナウイルス感染症の影響によ
り落ち込んだ島内の観光需要の早期回
復を図るため、久米島を訪れる観光客
に対し、島内で使用できる割引券を配
布し、観光消費の促進を図りました。

R2年度県観光統
計実態調査にお
ける、
圏域外客（県外
客・圏域外県内
客）消費単価
49,275円

○

目標値(51,361円以上)には
届かなかったものの、クー
ポン券3,332枚が換金され、
6,664千円以上の消費を促進
することができた。

商工観光
課

13
久米島町観光産業感染
予防支援事業

5,234,900 5,234,900 0 5,234,900 0 0 0 R3.1.4 R3.3.10

安心して観光事業を行えるよう島内観
光事業所に対しマスク、消毒液、遮蔽
シートなどの感染防止対策に必要な物
品を支給し、感染防止策の徹底を図る
とともに、感染防止に関する啓発活動
を通して安全安心な観光地づくりを推
進しました。

支援事業者数
151社

○

物的支援を行った151社のう
ち、全事業所が支給された
物品を活用して感染拡大防
止を図れた。

商工観光
課

14
久米島町観光施設感染
防止対策事業

3,010,264 3,010,264 0 3,010,264 0 0 0 R2.9.10 R3.3.3

Withコロナにおける観光施策の展開に
向けて、観光施設の感染防止対策を徹
底するために必要な資材を調達し、安
全安心な観光地づくりを推進するとと
もに、観光施策の展開に対する町民の
不安軽減を図りました。

R3利用者数
ウミガメ館
3,670人
ゆいマール館
1,035人
奥武島ｷｬﾝﾌﾟ場
474人

○

非接触体温計、空気清浄
機、自動手指消毒器等を整
備し、感染拡大防止を図れ
た。

商工観光
課

15
新型コロナウイルス感
染対応施設整備事業

9,393,254 9,393,254 0 9,393,254 0 0 0 R2.10.1 R3.3.31

ＰＣＲ検査を受け、検査結果が判明す
るまでの間、一時的に待機する施設の
確保を図るとともに、医療従事者の休
憩の場、公立久米島病院の院外待合所
としてエコユニットハウスを整備しま
した。

エコユニットハ
ウス３棟整備

○

待機者と病院利用者を分け
ることで安心して利用でき
る環境を整備することがで
きた。

商工観光
課

16
地域事業継続サポート
体制構築事業

863,711 863,711 0 863,711 0 0 0 R2.9.30 R3.3.30

新型コロナウイルス感染症対策とし
て、国・県・町等が実施する事業者支
援を迅速かつ確実に享受できるよう町
商工会でのサポート体制を強化し、町
内事業者の事業継続を支援しました。

セミナー参加事
業所アンケート
「事業継続して
いく上で効果が
あったか」の回
答で効果的が
100%

○

セミナーへ参加した７事業
所へアンケートを実施し
「事業継続していく上で効
果があったか」の問に全事
業所「効果的であった・継
続して欲しい」と回答し
た。
目標値を大きく上回り町内
事業所の事業継続支援へと
繋がった。

商工観光
課

17
医療従事者等搬送車両
整備事業

5,166,700 5,166,700 0 5,166,700 0 0 0 R3.4.1 R3.6.30

新型コロナウイルス陽性者発生時に島
外から医療従事者が来島することか
ら、医療従事者等（医師、看護師、保
健所職員等）を各関係機関へ迅速に移
動させるため、緊急車両を整備しまし
た。

医療従事者の搬
送遅延回数　０
回（実績０回）

○
医療従事者等からの依頼に
対して対応できる体制が構
築された。

消防本部

18 防災活動支援事業 10,204,370 10,204,370 0 10,204,370 0 0 0 R2.12.14 R4.2.9

新型コロナウイルス感染拡大防止のた
め、感染者が発生したときの備えとし
て、感染者搬送用防護品及び消毒用品
等を備蓄しました。

患者搬送の際の
感染者　０人

○

疑陽性者搬送はあったもの
の、感染防止を徹底するこ
とで消防本部内の職場感染
を未然に防ぐことができ
た。

総務課
消防本部
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19
テレビ放送を活用した
情報発信事業

1,100,000 1,100,000 0 1,100,000 0 0 0 R2.11.2 R3.3.31

インターネット環境がない家庭や、ス
マホやパソコンを持たない方に対し
て、普及率の高いテレビを活用し、テ
レビのデータ放送を通して、新型コロ
ナウイルス感染症関連情報を伝え、情
報発信の充実を図りました。

情報発信回
数:149回
（R3.4-R3.8）

○
情報発信ツールが増え多く
の人に周知することができ
た。

総務課

20
テレワーク環境整備事
業

23,990,340 23,990,340 0 23,990,340 0 0 0 R2.11.9 R3.12.17

在宅勤務を行う職員のテレワーク環境
を整備することにより、住民サービス
の停滞を防ぐことを目的とします。併
せて行政のIT 化を推進し、コロナ禍
での業務の継続を図りました。

R3出張費削減率
(68%減)
R3WEB会議70件
R3テレワーク11
件

○
業務継続することができ、
効果が得られた。

総務課

22
久米島町臨時特別出産
祝金給付事業

2,800,000 2,800,000 0 2,800,000 0 0 0 R2.4.28 R3.3.31

国の特別定額給付金の基準日を過ぎて
生まれてきた子どもを対象に５万円を
給付し、新型コロナウイルス感染症の
影響を緩和できるよう家計を支援しま
した。

給付率100% ○
各家庭の経済状況を緩和す
ることができた。

町民課

23
久米島博物館感染症感
染拡大防止事業

613,700 613,700 0 613,700 0 0 0 R2.8.1 R3.3.10

久米島博物館内での３密を避けるた
め、換気用網戸設置、飛沫感染防止用
パーテーション設置、ソーシャルディ
スタンスを啓発するための案内板の設
置を行いました。

入館者数
2,362人(R2)
2,780人(R3)

○
安心して来館できる環境を
構築することができた。

久米島博
物館

24 疑陽性患者搬送事業 2,992,000 2,992,000 0 2,992,000 0 0 0 R2.10.21 R2.12.18

新型コロナウイルス疑陽性患者（病院
でＰＣＲ検査を行い、結果待ちの方）
で、ご家族やご自身が車の運転ができ
ず、公共交通機関でしか移動できない
方を、病院からご自宅まで搬送するた
め、専用車両を整備し、濃厚接触者を
減らし、感染拡大防止を図りました。

患者搬送による
感染者：０名

○

感染拡大防止を図る目的か
ら車両を整備することと
で、町民の不安解消に繋が
り、町の感染症対策の体制
整備（離島であり搬送体制
が脆弱）が整った。

福祉課

26
インフルエンザ予防接
種助成事業

6,423,586 6,423,586 0 6,423,586 0 0 0 R2.10.1 R3.1.31

本町では40歳以上の約8割が糖尿病や
高血圧等の生活習慣病の予備軍となっ
ており、新型コロナウイルス感染症の
ハイリスク者となっています。そのよ
うな中、インフルエンザと新型コロナ
ウイルスの症状が酷似していることか
ら、インフルエンザの発症と重症化緩
和や医療機関の混乱を防ぐことを目的
にインフルエンザ予防接種の費用を助
成しました。

インフルエンザ
罹患者数０名

○

インフルエンザ予防接種を
行うことで、生活習慣病を
有しているハイリスク者を
はじめ、町民の罹患を抑え
ることができた。

福祉課

27
町営寮感染症拡大防止
対策事業

415,900 415,900 0 415,900 0 0 0 R2.8.27 R2.12.15

離島留学高校生が集団で生活する町営
寮内での感染防止対策として、マス
ク、非接触体温計等の物品の確保を行
い、学生寮内における感染予防、感染
拡大防止を図りました。

館内感染者：０
名

○
寮内感染予防を実施するこ
とができた。

じんぶん
館

28
中学校用デジタル教科
書整備事業

2,783,000 2,783,000 0 2,783,000 0 0 0 R2.12.15 R3.3.31

新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、臨時休校または分散登校を余儀な
くされた場合でも授業を円滑に進めら
れるよう、デジタル教科書を整備しま
した。

年間を通したデ
ジタル教科書の
活用頻度：
93%(R3)

○

毎回の授業で活用、または
週に2、3回程度活用してお
り、指導ポイントのマーキ
ング、資料や図の拡大、音
読（発音）指導、動画・ア
ニメーションによる補足説
明等視覚的・聴覚的学習効
果が高い活用方法となって
いる。

教育委員
会
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29
消防本部内感染防止対
策事業

941,600 941,600 0 941,600 0 0 0 R3.2.1 R3.3.11

換気状態の悪い仮眠室に、空気清浄機
の設置と、仮眠室のパーテーション設
置を行い、隊員間の感染防止を図りま
した。

消防署内感染
者：0名

○

疑陽性者搬送はあったもの
の、感染防止を徹底するこ
とで消防本部内の職場感染
を未然に防ぐことができ
た。

消防本部

30
久米島町事業継続支援
給付金

48,770,000 48,770,000 0 48,770,000 0 0 0 R3.2.1 R3.3.31

新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、大幅な減収が見込まれる町内事業
者に対して、経営継続を支援するため
の一時的な支援として、給付金を支給
します。(減収率25%以上)①法人50万
円②個人30万円

136事業者へ給
付

○
事業者の廃業は無く、事業
継続に繋がった。

商工観光
課
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